
古代史 テーマ編（仏教史） 

 

【 1 】次の会話文を読み、あとの問いに答えよ。               【資料活用の技能】 

会話文 

先 生 京都に旅行したのですか。いい写真ですね。 

生 徒 この写真の、a空海が嵯峨天皇から与えられた寺院は、京都駅から

近く五重塔（右の写真）が印象的でした。国宝の b 両界曼荼羅が特

別公開されていたので行ったのですが、とても神秘的でしたよ。 

先 生 それは良かったですね。他には、どこに行きましたか？ 

生 徒 次の日は、ロープウェーに乗って c 比叡山まで行きました。 

先 生 （ １ ）が天台宗を開いたお寺ですね。同時期に活躍した、２人の 

僧にゆかりのお寺をそれぞれ訪ねたのですね。 

生 徒 ２人はともに d 遣唐使として派遣され、その後 e 交流が生まれたのですよね。 

先 生 そうなんですが、やがて２人は対立してしまうのです。仏教についての考え方が違っていた

ことが原因とも言われています。空海が大日経と金剛
こんごう

頂
ちょう

経
ぎょう

を中心経典としたのに対して、

（ １ ）は f 法華経を中心経典としています。 

生 徒 （ １ ）は、空海だけでなく、g 独自の戒壇を作り、h奈良の仏教界とも対立しましたね。

ところで、平安時代の始まりとともに新たな２つの宗派が台頭していることは、偶然ですか。 

先 生 いえいえ、そもそも、称徳天皇の支持を得て法王の位まで上り詰めた（ ２ ）に代表され

るように、奈良仏教が        が遷都を行ったので、決して偶然ではありません。 

生 徒 政治と仏教は、深く関わっているのですね。 

問１ （１）（２）にあてはまる人物を答えよ。 

問２         に入る文として正しいものを次から選び、記号で答えよ。 

   ア．力を持ちすぎていたために桓武天皇 

   イ．力を持ちすぎていたために嵯峨天皇 

   ウ．弱体化してしまったために桓武天皇 

   エ．弱体化してしまったために嵯峨天皇 

問３ 下線部 a の寺院を次から選び、記号で答えよ。 

ア．金剛峯寺  イ．教王護国寺  ウ．延暦寺  エ．園城寺 

問４ 下線部 b を次から選び、記号で答えよ。 

   ア               イ                    ウ 
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問５ 下線部 c について述べた次の文のうち、正しいものを選び、記号で答えよ。 

   ア．院政期に、僧兵が春日大社の神木を持って強訴を行った。 

   イ．鎌倉新仏教の開祖たちの多くが、この寺で修行した。 

   ウ．織田信長と対立し、一向一揆の拠点となった。 

   エ．藤原氏の氏寺で、中世には大和国を支配した。 

 

問６ 下線部 d について、地図と年表から読み取れる情報Ｘ・Ｙと、情報と史実から考えられる遣唐使につ

いての考察ａ〜ｄの組合せとして正しいものを次から選び、記号で答えよ。 

地図                      年表（平安時代の遣唐使） 

 

天皇 年代 ルート 内容 

桓武 804 南路 藤原葛野
か ど の

麻呂
ま ろ

（大使） 

橘逸勢・空海ら 

仁明 838 

 

 

 

(875) 

南路 藤原常嗣
つねつぐ

（大使） 

小野 篁
たかむら

（副使）・円仁 

※副使の小野篁は仮

病を使い入唐せず。 

宇多 894 中止 菅原道真（大使） 
 

 

 Ｘ 空海らが遣唐使として派遣されたのち、宇多天皇の時代に派遣中止になっている。 

 Ｙ 空海らが遣唐使として派遣されたとき、朝鮮半島を避けて唐にわたっている。 

 

 ａ 遣唐使の派遣中止は、中国の国内情勢と関係していると考えることができる。 

 ｂ 遣唐使の派遣中止は、日本国内の戦乱と関係していると考えることができる。 

 ｃ 遣唐使のルートは、派遣される人物と関係している。 

 ｄ 遣唐使のルートは、対外関係と関係している。 

 

ア． Ｘ ― ａ  Ｙ ― ｃ      イ． Ｘ ― ａ  Ｙ ― ｄ 

ウ． Ｘ ― ｂ  Ｙ ― ｃ      エ． Ｘ ― ｂ  Ｙ ― ｄ  

黄巣の乱 
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問７ 下線部 e について、このことを示す次の資料について述べた次の文章のうち、正しいものを選び、記

号で答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   ア．この資料は空海から（１）の人物への手紙で、密教に対する批判が書かれている。 

   イ．この資料は空海から（１）の人物への手紙で、禅の優位性について書かれている。 

   ウ．この資料は空海の直筆で、空海は嵯峨天皇とともに三筆に数えられている。 

   エ．この資料は空海の直筆で、空海は小野道風とともに三蹟に数えられている。 

 

問８ 下線部 f に関連して述べた次の文のうち、誤っているものを選び記号で答えよ。 

   ア．平清盛が厳島神社に納めた法華経は、扇面古写経として伝わっている。 

   イ． 戸王が著したと伝わる三経義疏の三経の一つは、法華経である。 

   ウ．聖武天皇が建立を命じた国分尼寺は、法華滅罪之寺と呼ばれた。 

   エ．藤原頼通が平等院鳳凰堂を建立するなど、平安貴族の間に法華信仰が流行した。 

 

問９ 下線部 g について、奈良仏教による批判に対する（１）の反論として正しいものを次から選び、記号

で答えよ。 

ア．顕戒論  イ．催邪輪  ウ．三教指帰  エ．山家学生式 

 

問 10 下線部 h の発展にもっとも関連がある人物を次から選び、記号で答えよ。 

    

      ア           イ           ウ          エ 

  

風 

信 

雲 

書 
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【 2 】次の地図と史料について問いに答えよ。               【資料活用の技能】 

地図 

 

 ※陵 天皇や皇后の墓             出典：NPO法人 なら・観光ボランティアガイドの会 

史料１ 

（   十五年）冬十月辛
かのと

巳
み

。 詔
みことのり

して 曰
のたまは

く「……粤
ここ

に   十五年歳
ほし

は 癸
みずのと

未
ひつじ

に次
やど

る十月十

五日を以
もっ

て、菩
ぼ

咀
さつ

の大願を発
おこ

して、a 盧
る

舎
しゃ

那
な

仏
ぶつ

の金銅像一煢
く

を造り 奉
たてまつ

る。…（中略）…自らに念を

存して各盧舎那仏を造るべし。如
も

し更
さら

に人有りて一枝
し

の草一把
ぱ

の土を持ちて像を助け造らむと情に願

はば、 恣
ほしいまま

に聴
ゆる

せ。国郡等の司、この事に因りて百姓を侵し擾し、強
し

いて収め斂めしむること莫
なか

れ。

……」 

 

史料２ 

太上天皇の奏為に国家の珍宝等を捨てて東大寺に入るる願文 b 皇太后御製 

（前略） 

故に今、先帝陛下の奏為に c 国家の珍宝、種々の翫
がん

好
こう

※及び御帯・牙笏・弓箭・刀剣、兼ねて書法・

楽器等を捨てて東大寺に入れ、盧舎那仏及び諸仏菩薩、一切の賢聖を供養す。 

※翫好 好み楽しんだもの 

 

ア 

エ 

ウ 

イ 

Ａ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｂ 

聖武天皇陵※

kome  

 

光明皇后陵※ 
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問１    に当てはまる元号を答えよ。 

問２ 下線部 a が安置されている場所を地図中のア～エから選び、記号で答えよ。 

問３ 下線部 b について、この人物について述べた次の文章について、誤っているものを選び、記号で答えよ。 

   ア．祖父は中大兄皇子を助け、臨終に際して藤原姓を賜った。 

   イ．兄弟は、長屋王を滅ぼし政権を握ったが、疫病によって相次いで亡くなった。 

   ウ．医学を学び、ハンセン病などの患者を救済する北山十八間戸を設けた。 

   エ．仏教に帰依し、孤児や病者・貧窮者を救済する悲田院を設けた。 

 

問４ 下線部 c が現在保管されている場所を地図中のＡ～Ｄから選び、記号で答えよ。 

 

問５ 下線部 c について、誤っているものを次から選び、記号で答えよ。 

     

         ア           イ       ウ           エ 

問６ 地図から読み取れることについて述べた次の文章について、正しいものを選び、記号で答えよ。 

   ア．奈良は度重なる火災に見舞われ、奈良時代当時の建物を地図中にみることはできない。 

   イ．飛鳥地方の寺院は、平城京遷都の際に移転することはなかった。 

   ウ．盧舎那仏を建立した天皇の古墳を地図中に見ることができる。 

   エ．フェノロサが「凍れる音楽」と表現したと言われる塔を地図中に見ることができる。 

 

問７ 史料１から読み取れることについて述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組み合わせとして正し

いものを選び、記号で答えよ。 

      Ｘ 盧舎那仏の造営のために、ほんのわずかでも協力する気持ちのあるものは認める。 

   Ｙ 国司らは、盧舎那仏の造営のために民衆から収奪することがあってはならない。 

 

ア．  Ｘ 正  Ｙ 正      イ．  Ｘ 正  Ｙ 誤 

ウ．  Ｘ 誤  Ｙ 正      エ．  Ｘ 誤  Ｙ 誤 

 

問８ 史料２から読み取れることについて述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組み合わせとして正し

いものを選び、記号で答えよ。 

      Ｘ 太上天皇の遺品を息子たちが東大寺に納めた。 

   Ｙ 太上天皇が政務で使用していたものを納めた。 

 

ア．  Ｘ 正  Ｙ 正      イ．  Ｘ 正  Ｙ 誤 

ウ．  Ｘ 誤  Ｙ 正      エ．  Ｘ 誤  Ｙ 誤  



古代史 テーマ編（仏教史） 

 

解答  

【1】問 1 （１）最澄 （２）道鏡  各２点    問 2  ア ２点    問 3  イ １点 

問 4  ア １点     問 5  イ ２点    問 6  イ ２点        問 7  ウ ２点 

問 8  エ ２点         問 9  ア １点        問 10 イ １点 

（合計 １８点） 

【2】問１  天平 ２点    問 2  イ  １点     問 3  ウ  ２点    問 4  Ａ  １点 

問 5  ウ  １点        問 6  ウ  ２点         問 7  ア  ２点        問 8  エ  １点 

（合計 １２点） 


